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要約

１．子育て中の母親（本人）の養育態度は「子ども中心的態度」「権威的態度」「親意識」の３つに

分類できた。

２．実母（本人の母親）の養育態度は「子ども中心的態度」「親和的態度」「権威的態度」の３つに

分類できた。

３．本人の母親が「こども中心的態度」だったことによって本人が「子ども中心的態度」をとる傾

向があることが明らかになった。

４．本人の母親が「子ども中心的態度」だったことによって本人の「親意識」が高まる傾向がある

ことが明らかになった。

５．友達とはなかよくするようにしつけしているという社会的規範，子どものためならどんな苦労

もするという親役割への責任，子どもの教育にお金をかけたいという金銭的価値観，親は子ど

もの手本になるものだという親としての自覚，口で言ってもわからない時は叩くというしかり

方，幼い頃から生の芸術に触れさせたいという文化的価値観が本人の母親の養育態度を通して

受け継がれる可能性が示唆された。

序 章 問題の所在

第１節 本研究の目的

今日，子育てをしている母親の置かれている状況を考えてみると，いくつかの問題点が浮かび上

がる。『平成１０年度版 厚生白書』１）は核家族化，郊外化によって子どもとの接触体験が乏しいまま

親になる者も増えてきたこと，戦後の高度経済成長によって，子育ての責任が母親に集中してきた

ことを指摘しているが，現在においてもその社会状況には変化がなく，このような中で，多くの子

育て家庭が子育てに不安を感じ，育児不安を訴える母親，育児ノイローゼに陥る母親も増えてい
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る２）。また，母親同士の疎外感や社会参加出来ない焦りなども生じている３）。

もちろん，母親の置かれている状況を改善しようと行政レベルの援助，民間レベルでの援助など

も盛んに行われている。だが，一方現代の子どもたちにおいて，犯罪の低年齢化，犯罪の凶悪化と

家庭での子育てのあり方，母親としての関わり方との関連が注目視されてきていることも事実であ

る。

子育て中の母親が自ら他人や関連機関に知識を求めなければ，子どもとの関わり方は，本人が意

識する，しないに関わらず自分を育ててくれた母親が手本となるであろう。“大阪レポート”４）によ

ると，母親の育児の手本は自分の母親が約２６％と一番多く，次いで姉が約１１％となっている。

では，その手本である実母のどの部分が子育てをする母親へ伝承するのであろうか。また，伝承

されない部分はどこなのであろうか。

ここが明らかになることによって，家庭内教育の問題，母親の関わり方の問題とされるもののな

かに含まれる実母から受けた影響に対して，子育て中の母親への再教育の可能性が生れてくる。し

かし，今ここで明らかにしたいものは扱う内容の複雑さもあり，莫大なテーマとなりうる。そこで，

本研究はその研究の一部として，子育て中の母親（以下，本人と称す）の養育態度と実母（以下，

本人の母親と称す）の養育態度との関連をみていくこととする。

第２節 先行研究の検討

本人の養育態度に関する研究は数多い。しかし，本人の養育態度と子どもの発達との関連につい

ての研究が多くみられ，本人の養育態度と本人の母親の養育態度との関連についての研究は今のと

ころ見つからなかった。

本研究の目的である本人の養育態度と本人の母親の養育態度について関連した研究に近いものと

して，以下の研究がある。

戸田５）は祖父，祖母〔本研究では本人の母親にあたる〕の権威的養育スタイル（・言語的かかわ

り・暖かい関わり／理解・自信・理解）と父親本人の権威的養育スタイルの間に中程度の相関があ

ることを見出している。また，祖母の暖かい関わりと父親本人の子ども中心のスタイルにも中程度

の相関があることを見出している。

第３節 養育態度の定義

『現代保育用語辞典』６）によると，養育態度とは親が子どもを育てるにあたって，意図的あるいは

無意図的にとる一般態度・行動のこととされる。

本研究ではこの定義に沿いつつ，以下のように養育態度のもつ意味を広げ，広義の養育態度と定

義する。

親が子どもを育てるにあたって意図的あるいは無意図的にとる一般態度だけではなく，親として

の自覚，子ども中心的な関わり方や権威的な関わり方などを含める。また，親役割での行動，ほめ

方やしかり方などを含める。そして，子どもはこう育てたいという価値観，子どもに教えておきた

―２７２―



表１ 配布数および回収数

配布数 回収数 無回収数

Ｔ幼稚園 ２９８ ２２０ ７８

Ｋ幼稚園 ９８ ９４ ４

Ｙ幼稚園 １１５ １０１ １４

合計 ５１１ ４１５ ９６

表２ 有効回答数

有効回答数 無効回答数 回答率

Ｔ幼稚園 ２１８ ２ ９９％

Ｋ幼稚園 ９１ ３ ９７％

Ｙ幼稚園 １０１ ０ １００％

合計 ４１０ ５ ９９％

い社会的規範，子どもに投資する金銭的価値観，子どもに伝えたい文化的価値観などを含めること

とする。

第１章 調査の概要

第１節 調査の対象と方法

１．調査時期

２００４年１２月上旬～中旬

２．調査対象者

３歳以上の子どもを持ち，かつ幼少時代から中学生時代まで実母に育てられた子育て中の母親

５１１名

３．手続き

福岡県下にある３つの幼稚園に調査依頼をした。

４．倫理的配慮

調査紙の表紙には，研究目的以外に使用しないこと，個人情報として取り扱わないことを明記

し，調査紙は個人が特定できないように無記名にした。返信用封筒は必ず封をしてもらい，クラ

ス担任にも内容がわからないよう配慮した。なお，研究結果を希望する調査対象者にのみ，住所，

氏名の記載をお願いした。

５．配布数および回収率

１）配布数

２）有効回答数
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表３ 回収率

回収率

Ｔ幼稚園 ７３．８％

Ｋ幼稚園 ９５．９％

Ｙ幼稚園 ８７．８％

全体 ８１．２％

各幼稚園にて調査紙を持参し，クラス担任から子どもを通して母親本人に配布した。１週間後，

母親本人からクラス担任に手渡してもらった調査紙を回収した。

３）回収率

第２節 調査項目

調査項目は先行研究を参考にした。また，子ども中心的態度と権威的態度が浮かび上がるように

意図し，調査項目を３６問作成した。

１．調査紙の得点

「全くそう思わない」を１，「全くそう思う」を６とする６段階の評定尺度を設けて調査紙を作成

し，回答を求めた。

分析にあたっては「全くそう思わない」を１，「全くそう思う」を６とする６段階の評定尺度を

点数とみなし，因子を構成する各項目の合計得点をその項目数で割り，それを因子得点とした。

なお，本人の母親による育てられ方に関する項目だけが幼少時代から中学校時代にかけてのこと

を思い出して記入するという想起法をとった。それ以外の項目は現在のことを思うように記入して

もらった。

第３節 調査対象者の基本属性

１．調査幼稚園の属性

Ｔ幼稚園 福岡県Ｆ市内Ｈ区

Ｋ幼稚園 福岡県Ｕ郡Ｔ町

Ｙ幼稚園 福岡県Ｕ郡Ｙ町
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第２章 調査結果

第１節 本人の養育態度

調査項目のうち１８問を使用し，因子分析を行う計画であったが，習い事に関する２問は対概念で

ある可能性があるため，因子分析の項目には含めなかった。したがって，１６項目による因子分析を

行った。（表４）

１．因子分析に基づく項目の選定

全項目において，回答の分布に極端な偏りがみられなかったため，「本人の養育態度」に関する

１６項目について，主因子法 回転のない因子解にて因子分析を行った。その後，初期共通値０．２５未

満の項目を除外し，主因子法 バリマックス回転による因子分析を行った。その結果，３因子を抽

出した。なお，因子負荷量が一つの因子について０．４５以上を示す項目を選出した。

２．因子分析の妥当性

Kaiser-Meyer-Olkinの標本妥当性の測度は０．７４３であった。このことにより，調査項目の変数が因

子分析で扱う変数として妥当だと示された。

３．因子の構成項目の内的一貫性

１）クロンバックの α係数

第１因子の α係数は０．７１，第２因子の α係数は０．６１，第３因子の α係数は０．６１であり，第１因子

は内的一貫性が認められたが，第２因子と第３因子は認められなかった。しかし，第２因子と第３

因子は因子を構成する項目が２つや３つと少なかったことが原因とも考えられる。第２因子と第３

因子において，構成する項目それぞれすべてが，０．５以上の因子負荷量を示しているのでこのまま

採用することにした。

４．因子分析の結果

＜第１因子＞

・しかるとき子どもの言い分には十分に耳を傾けている

・時間を割いてでも子どもと接する時間を作っている

・しかるよりほめるようにしている

・子どもの個性をのばすようにしている

以上の４項目において因子負荷量が高くみられた。

子どものために時間を作ったり，子どもの気持ちを大切にしたりと子どもの気持ちまで充分に汲

んでいることから子ども一人ひとりの個性や意志を尊重する関わり方を表しているものとして「子

ども中心的態度」と命名した。

＜第２因子＞
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表４ 本人の養育態度の因子分析

本人の養育態度
項目＼因子

第１因子
子ども中心
的態度

第２因子
権威的
態度

第３因子
親意識

共通性

しかるとき子どもの言い分には充分に耳を傾けている ０．７１ ０．１３ ０．１３ ０．５４

時間を割いてでも子どもと接する時間を作っている ０．６１ ０．０５ ０．１２ ０．３８

しかるよりほめるようにしている ０．５７ －０．１１ ０．１３ ０．３６

子どもの個性をのばすようにしている ０．４７ ０．１１ ０．４４ ０．４３

子どもが泣いてもわかるまで言い聞かせるべきだ ０．１０ ０．６６ －０．０１ ０．４４

幼い頃のしつけが肝心なのでしつけは厳しくした方がいいと思う －０．１３ ０．５８ ０．１５ ０．３８

親の言いつけは必ず守らせるようにしている ０．１２ ０．５３ ０．１９ ０．３３

親は子どもの手本になるものだと思う ０．１１ ０．１２ ０．７５ ０．５９

子どものためならどんな苦労もするつもりである ０．３１ ０．１９ ０．５０ ０．３８

因子寄与率（％） １７．４ １２．７ １２．４

累積寄与率（％） １７．４ ３０．２ ４２．５

・子どもが泣いてもわかるまで言い聞かせるべきだ

・幼い頃のしつけが肝心なのでしつけは厳しくしたほうがいいと思う

・親の言いつけは必ず守らせるようにしている

以上の３項目において因子負荷量が高くみられた。

親のとる養育態度のうちで，子どもに対しての厳しさが根底にあり，それを親という立場で表さ

れるものとして「権威的態度」と命名した。

＜第３因子＞

・親は子どもの手本になるものだと思う

・子どものためならどんな苦労もするつもりである

以上の２項目において因子負荷量が高くみられた。

親としてあるべき態度や覚悟を表すものとして「親意識」と命名した。

第２節 本人の母親の養育態度

調査項目のうち１８問を使用し，因子分析を行う計画であったが，習い事に関する２問は対概念で

ある可能性があるため，因子分析の項目には含めなかった。したがって，１６項目による因子分析を

行った。（表５）

１．因子分析に基づく項目の選定

項目において，天井効果（平均＋標準偏差が尺度の上限値を超える）とフロアー効果（平均－標

準偏差が尺度の下限値を超える）がみられたため，該当する２項目を除外し，「本人の母親の養育

態度」に関する１４項目について，主因子法 回転のない因子解にて因子分析を行った。その後，初

期共通値０．２５未満の項目を除外し，主因子法 バリマックス回転による因子分析を行った。その結

果，３因子を抽出した。なお，因子負荷量が一つの因子について０．４５以上を示す項目を選出した。
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２．因子分析の妥当性

Kaiser-Meyer-Olkinの標本妥当性の測度は０．７６５であった。

このことにより，調査項目の変数が因子分析で扱う変数として妥当だと示された。

３．因子の構成項目の内的一貫性

１）クロンバックの α係数

第１因子の α係数は０．８３，第２因子の α係数は０．９４，第３因子の α係数は０．６８であり，第１因

子，第２因子に内的一貫性が認められた。第３因子は認められなかった。しかし，第３因子は因子

を構成する項目が２つと少なかったことが原因とも考えられる。第３因子において，構成する項目

それぞれすべてが，０．５以上の因子負荷量を示しているのでこのまま採用することにした。

４．因子分析の結果

＜第１因子＞

・私の個性を大事にしてくれた

・愛情をもって接してくれた

・しかるとき私の言い分に耳を傾けてくれた

・私のためならどんな苦労でもしてくれた

・思春期においても，母とは友達に話すようなことも話せる関係だった

・教育に充分なお金をかけてくれた

以上の６項目において因子負荷量が高くみられた。

親としてできる限りのことをするという関わり方や子どもの気持ちを充分に汲み取り，個性や意

志を尊重する関わり方を表しているものとして「子ども中心的態度」と命名した。

＜第２因子＞

・親子が一緒に楽しむ機会のひとつとして母はレジャー（キャンプ，プール，遊園地，行楽地に行

くなど）と捉えていたと思う

・子どもの私を楽しませる機会のひとつとして母はレジャー（キャンプ，プール，遊園地，行楽地

に行くなど）と捉えていたと思う

以上の２項目において因子負荷量が高くみられた。

親のとる養育態度のうちで，子どもに対しての親しみ，愛情が根底にあり，それを親という立場

で表されるものとして「親和的態度」と命名した。

＜第３因子＞

・母には逆らえなかった

・しつけは厳しかった

以上の２項目において因子負荷量が高くみられた。

親のとる態度のうちで，子どもに対しての厳しさが根底にあり，それを親という立場で表される

―２７８―



表５ 本人の母親の養育態度についての因子分析

本人の母親の養育態度
項目＼因子

第１因子
子ども中心
的態度

第２因子
親和的
態度

第３因子
権威的態度

共通性

私の個性を大事にしてくれた ０．７９ ０．０９ －０．１２ ０．６５

愛情をもって接してくれた ０．７７ ０．１６ ０．０４ ０．６２

しかるとき私の言い分に耳を傾けてくれた ０．７２ ０．１８ －０．２４ ０．６０

私のためならどんな苦労もしてくれた ０．６９ ０．１０ ０．１８ ０．５２

思春期においても、母とは友達に話すようなことも話せる関係だった ０．５７ ０．１６ ０．０１ ０．３６

教育に充分なお金をかけてくれた ０．４７ ０．２４ ０．２１ ０．３２

子どもの私を楽しませる機会のひとつとして母はレジャーを捉えていたと思う ０．２８ ０．９１ ０．１３ ０．９３

親子が一緒に楽しむ機会のひとつとして母はレジャーを捉えていたと思う ０．２２ ０．８９ ０．１５ ０．８６

しつけには厳しかった ０．０７ ０．０８ ０．８５ ０．７４

母には逆らえなかった －０．０５ ０．１１ ０．５８ ０．３５

因子寄与率（％） ２８．８ １８．１ １２．６

累積寄与率（％） ２８．８ ４６．９ ５９．５

ものとして「権威的態度」と命名した。

第３章 調査結果の考察

第１節 本人の養育態度と本人の母親の養育態度との関連

１．因子分析で得られた本人の養育態度と本人の母親の養育態度との関連

因子分析で得られた本人の養育態度「子ども中心的態度」「権威的態度」「親意識」と本人の母親

の養育態度「子ども中心的態度」「親和的態度」「権威的態度」について相関関係を分析した。

１）本人の「子ども中心的態度」について

本人の母親の「子ども中心的態度」とは相関係数０．２４で弱い相関関係がみられた（P＜０．０１）。

本人の母親の「親和的態度」とは相関係数０．１４で極弱い相関関係がみられた（P＜０．０５）。

本人の母親の「権威的態度」とは相関係数０．１６で極弱い相関関係がみられた（P＜０．０１）。

このことから，本人の「子ども中心的態度」は本人の母親の「子ども中心的態度」が弱く影響し，

「親和的態度」と「権威的態度」が極弱く影響していると言える。

２）本人の「権威的態度」について

本人の母親の「子ども中心的態度」とは相関係数０．１２で極弱い相関関係がみられた（P＜０．０５）。

本人の母親の「親和的態度」とは有意差がなく，相関はなかった。

本人の母親の「権威的態度」とは相関係数０．１７で極弱い相関関係がみられた（P＜０．０１）。

このことから，本人の「権威的態度」は本人の母親の「親和的態度」とは相関がなく，本人の母

親の「子ども中心的態度」「権威的態度」が極弱く影響していると言える。
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３）本人の「親意識」について

本人の母親の「子ども中心的態度」とは相関係数０．２６で弱い相関関係がみられた（P＜０．０１）。

本人の母親の「親和的態度」とは相関係数０．１０で極弱い相関関係がみられた（P＜０．０５）。

本人の母親の「権威的態度」とは相関係数０．１６で極弱い相関関係がみられた（P＜０．０１）。

このことから，本人の「親意識」は本人の母親の「子ども中心的態度」が弱く影響し，「親和的

態度」と「権威的態度」が極弱く影響していると言える。

因子分析で得られた本人の養育態度と本人の母親の養育態度について，予想よりも強い相関がな

かった。このことは，因子分析をすることにより強い相関を示すものを集めて因子としたため，各

因子同士が独立したように見えることが原因と考えられる。また，因子得点は因子内項目の総計を

項目数で割るという算出方法をとったので，特徴的なばらつきを持つ素データが平均化された可能

性もある。そこで，以下では本人と本人の母親の養育態度についての質問項目別に相関関係を分析

した。

２．質問項目別にみた本人の養育態度と本人の母親の養育態度との関連

本人と本人の母親の養育態度について質問項目別に相関関係を分析した結果を以下のカテゴリー

に分けて考察した。

１）社会的規範

‘友達とは仲良くするようにしつけしている’という本人の養育態度と‘友達とは仲良くするよ

うに言われていた’という本人の母親の養育態度は相関係数０．４２と中程度の相関がみられた（P

＜０．０１）。このことから，‘友達とは仲良くするようにしつけしている’という本人の態度は‘友達

とは仲良くするように言われていた’という本人の母親の養育態度に影響されていると言える。

２）親役割への責任

‘子どものためならどんな苦労もするつもりである’という本人の養育態度と‘私のためならど

んな苦労でもしてくれた’という本人の母親の養育態度は相関係数０．３０で弱い相関がみられた（P

＜０．０１）。このことから，‘子どものためならどんな苦労もするつもりである’という本人の考え方

は‘私のためならどんな苦労でもしてくれた’という本人の母親の養育態度が弱く影響していると

言える。

３）金銭的価値観

‘子どもの教育に充分なお金をかけたい’という本人の養育態度と‘教育に充分なお金をかけて

くれた’という本人の母親の養育態度は相関係数０．２１で弱い相関がみられた（P＜０．０１）。このこ

とから，子どもの教育に充分なお金をかけたい’という本人の考え方は‘教育に充分なお金をかけ

てくれた’という本人の母親の養育態度が弱く影響していると言える。

４）親としての自覚

‘親は子どもの手本になるものだ’という本人の養育態度と‘親は子どもの手本になるものだと

母は考えていたように思う’という本人の母親の養育態度は相関係数０．３７で弱い相関がみられた（P
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＜０．０１）。このことから，‘親は子どもの手本になるものだ’という本人の考え方と‘親は子どもの

手本になるものだと母は考えていたように思う’という本人の母親の考え方が弱く影響していると

言える。

５）しかり方ほめ方

‘口で言ってもわからない時は叩くこともある’という本人の養育態度と‘悪いことをしたとき

叩かれることがあった’という本人の母親の養育態度は相関係数０．２９で弱い相関がみられた（P

＜０．０１）。このことから，子どもを叩くという本人の態度は‘悪いことをしたとき叩かれることが

あった’という本人の母親から受けた経験が弱く影響していると言える。

６）文化的価値観

‘できるだけ生の芸術に幼い頃から触れさせたいと思う’という本人の養育態度と‘演劇，美術

展，博物展など母の趣味に付き合わされることが多かった’という本人の母親の養育態度は相関係

数０．２４で弱い相関がみられた（P＜０．０１）。また，‘できるだけ生の芸術に幼い頃から触れさせたい

と思う’という本人の養育態度と‘ミュージカルや展覧会など生の芸術に触れさせようと母はして

くれた’という本人の母親の養育態度は相関係数０．３０で弱い相関がみられた（P＜０．０１）。このこ

とから，‘できるだけ生の芸術に幼い頃から触れさせたいと思う’という本人の養育態度は‘演劇，

美術展，博物展など母の趣味に付き合わされることが多かった’と‘ミュージカルや展覧会など生

の芸術に触れさせようと母はしてくれた’という本人の母親の養育態度が弱く影響していると言え

る。

７）子どもに対しての親の厳しさや権威的態度

‘幼い頃のしつけが肝心なのでしつけは厳しくした方がいいと思う’という本人の養育態度と‘し

つけには厳しかった’という本人の母親の養育態度は相関係数０．１９で極弱い相関がみられた（P

＜０．０１）。このことから，‘幼い頃のしつけが肝心なのでしつけは厳しくした方がいいと思う’とい

う本人の考え方は‘しつけには厳しかった’という本人の母親の権威的態度が極弱く影響している

と言える。

‘親の言いつけは必ず守らせるようにしている’という本人の養育態度と‘母には逆らえなかっ

た’という本人の母親の養育態度は相関係数０．１６で極弱い相関がみられた（P＜０．０１）。このこと

から，‘親の言いつけは必ず守らせるようにしている’という本人の養育態度は‘母には逆らえな

かった’という本人の母親の権威的態度が極弱く影響していると言える。

８）子どもとの関わり方

‘子どもの個性をのばすようにしている’という本人の養育態度と‘私の個性を大事にしてくれ

た’という本人の母親の養育態度は相関係数０．１０で極弱い相関がみられた（P＜０．０５）。このこと

から，‘子どもの個性をのばすようにしている’という本人の養育態度は‘私の個性を大事にして

くれた’という本人の母親の養育態度が極弱く影響していると言える。

９）習い事に関しての捉え方

‘習い事で何を習うかは子どもの将来のことを考えて親の思いを優先している’という本人の養
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育態度と‘習い事で何を習うかは親が決めた’という本人の母親の養育態度は相関係数０．１３極弱い

相関がみられた（P＜０．０５）。このことから，‘習い事で何を習うかは子どもの将来のことを考えて

親の思いを優先している’という本人の考え方は‘習い事で何を習うかは親が決めた’という本人

の母親の養育態度が極弱く影響していると言える。

‘習い事で何を習うかは子どもがやりたいというものを優先させている’という本人の養育態度

と‘習い事は自分のやりたいことをさせてもらった’という本人の母親の養育態度は相関係数０．１４

で極弱い相関がみられた（P＜０．０５）。このことから，‘習い事で何を習うかは子どもがやりたいと

いうものを優先させている’という本人の養育態度は‘習い事は自分のやりたいことをさせてもらっ

た’という本人の母親の養育態度が極弱く影響していると言える。

終章 本研究のまとめ

第１節 おわりに

本研究で明らかになったことは，強い相関関係はなかったが，子育てをしている母親の養育態度

は本人の母親の養育態度を通して，受け継がれるものがあることが示唆された。この結論は女性が

母親となったときの養育態度の責任が本人の母親にあるということを意味するものではない。た

だ，母親役割のモデルになる可能性が本人の母親にはあり，本人の母親の養育態度は母親の養育態

度に影響を及ぼす要因の一つに過ぎないのである。

現代の子育ての問題は幅広い。渡辺７）が抱えるような心理的問題も含んだ事例になればなるほど

親子関係は複雑になっていくであろう。渡辺は親の未解決の葛藤が知らぬ間に子どもに伝わること

を世代間伝達と定義しているが，このような心理的問題を含む事例は個別の解決策が必要であろ

う。しかし，社会の問題として子育てを見ていく立場をとれば，子育て中の母親がよりよく育児を

することが社会にとっても望ましいことである。よりよく育児をするためには子育て中の母親の行

動や態度を十分理解することも必要なことと考える。そういった意味で本研究が役に立つことを願

う。

第２節 本研究の限界

本研究は母親を対象とした研究であったが，子育ては母親のみが担うもの，また母親のみに責任

があるという見地に立ったものではなく，今回は対象を母親に絞ったに過ぎない。

本研究は調査を幼稚園に依頼した関係上，対象となる母親は専業主婦が多く，現代の母親像を表

していると言いがたいところに本研究の限界がある。

本研究は本人に本人の母親のことを思い出して書いてもらうという想起法にて本人の母親のこと

を調査する方法を取った。本人の母親の養育態度として調査したものは本人の幼少時代から中学校

時代ごろの本人の記憶である。記憶は時間とともに変化するので本人の母親の養育態度に関しては

厳密さにかけるところに本研究の限界がある。
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第３節 今後の課題

現代の母親の特徴として，子どもを私物化しているとか，親子が友達感覚であるなどと言われて

いる。今回の研究ではそのような養育態度を想定して設問を作ったが，全く表面上には現れなかっ

た。このことは，設問が少なかったことによる可能性がある。今後はこのことを明らかにしていく

つもりである。

本研究では親がとる態度のうちで，子どもに対しての厳しさが根底にあり，それを親という立場

で表現されるものを権威的態度の定義とした。しかし，船橋８）は親が子に対して権力を持つことは

両義的であると述べている。本研究の定義に含まれる厳しさの程度が曖昧であった可能性もある。

今後は必要以上の厳しさと親として必要な厳しさを明確に分けて考えていく必要がある。

養育態度の形成要因は社会文化的条件（社会階層など），社会心理的条件（家庭の雰囲気，両親

の育児観の一致など），親の個人的条件（教育水準など），子どもの個人的条件（性格など）などが

絡み合っている９）。従って，一面で捉えることは難しいことであろう。今後，様々な角度から見て

いく必要がある。

今回の研究では本人の養育態度と本人の母親の養育態度において，強い相関を示すものがなかっ

た。手法上の限界など様々な原因があると思われるが，研究のアプローチとしてインタビューなど

質的内容も加えた研究をしていく必要がある。

引用文献

１）監修厚生省 １９９８『平成１０年度版 厚生白書』PP．８４

２）大日向雅美 １９８８『母性の研究』川島書店 PP．１１９

３）有賀美和子・篠目清美 ２００４『親子関係のゆくえ』勁草書房 PP．６

４）服部祥子・原田正文 １９９１『乳幼児の心身発達と環境』名古屋大学出版会 PP．１４０～１４１

５）戸田須恵子 ２００１『父親の養育態度に影響する諸要因とその構造』北海道教育大学紀要 vol．５１ PP．３３

～４３

６）岡田正章 他 １９９７『現代保育用語辞典』株式会社フレーベル館 PP．４３８

７）渡辺久子 ２０００『母子臨床と世代間伝達』金剛出版

８）船橋恵子 他 １９９２『母性の社会学』サイエンス社 PP．３２

９）詫摩武俊 １９６９『親と子のあいだ』雷鳥社

参考文献

・神原文子 他 ２０００『教育期の子育てと親子関係』ミネルヴァ書房

・大日向雅美 １９８８『母性の研究』川島書店

・有賀美和子 他 ２００４『親子関係のゆくえ』勁草書房

・井上健治 他 １９９７『子どもの社会的発達』東京出版会

・渡辺秀樹 他 ２００４『現代家族の構造と変容』東京大学出版会

―２８３―


